
～家庭や地域で 子供たちを見守ろう～

◇ 子供のインターネット利用に関心を
インターネットは便利な反面、子供に見せると好ましくない有害情報や犯罪情

報も多く、注意が必要です。

何のために必要なのか、どのように使うのか、親子で話し合ってルールを作り、

フィルタリングを上手に使って子供の安全を守りましょう。

◇ うちの子は大丈夫と思わず、気配りを
服装、持ち物、言葉遣いなど変化はみられませんか？ 日頃、誰と遊んでいるの

か、知っていますか？保護者に無断でゲーム等への課金をしていませんか？SNS

やオンラインゲームを通じて家族が知らない人と連絡を取っていませんか？

変化の兆しがあったら、タイミングよく話し合い、注意・助言しましょう。

◇ 子供の外出、帰宅時間を把握
子供が外出する時は、「どこに、誰と、何を、何時まで」を確認しましょう。

夜遅く帰宅した場合、「夏休みだから」「たかが夜遊び」と思わず、ダメなもの

はダメと、毅然とした態度で向き合いましょう。

◇ 夏休みを利用して、何でも話せる雰囲気づくりを
子供と接する時間が多くなる夏休みこそ子供の話をじっくり聞き、年齢に応じ

た子供の気持ちや考えを理解するように努めましょう。

★〝明るいやまがた〟夏の安全県民運動
今年度は、７月21日（火）から８月20日（木）まで実施されます。

学校の夏休みにともない、子供たちが地域で過ごす時間が増える時期です。

地域の皆さんから、子供たちに「こんにちは」のひと声をかけ、大人が見守っている

ことを伝えましょう。
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夏は子供たちの気もゆるみがちになり、夜遅くまで出歩いたり、お酒やた

ばこに手を出したりと、非行の兆しが出やすい時期で、さらに犯罪被害に遭

う危険性が高くなる時期でもあります。また、インターネット利用をきっか

けに、非行に走ったり犯罪被害に遭うケースも起きています。


